
金
部
古
政
志
宰
廿
九

IL 
四

諸 事間左へ時岡 O 肱や書右 付写言釘量 脈i守 議~，分
かべ i雌す臣松回、井天塚石奈 の今 今 十 十 2 
けの 前l' 悶は中f
、則車 。 別枇別弁訟は本 2町5 島一之培停i 
裂 と宮記荘村し、 月 知 月馳

る に地 念 。 金 ?候由R行介加金州
のともり0 鈎跡云ふ Kど放K郷百日闘 技 丸 葉菜
議1t. ぁ右松 正 0 や共の 委 、 猪

り 喝箆fとの本?寺 票紫 所 殿 EIJ 、以

りて問 石 い地 詮F先百村日 而 4f者申民;)" 
と今、司別i坂串 へtか鮮 4弘可民 司r炉 E 可
へのはへ同 友ら し 々、 主宰

;3272 Z R 御常 ZZ iz  
宇の寺枇村き い共 1沙再11E 議 如 拡品E量目

る地の E幕1 への 4"J 水 平o12 
によ家の ど後 旨

り司 地 も改名
松問松のへ ・ 1以荷年主ミご品長E 野 重苦

|女邸凹井の次E間E跡取出移陣 若しせし 竪 本堅ず
村のくに 申

1措井屋数 ひへとに跡地 i昆 O いに改木村の左
川 村 1t. 行い岡也は見~j 回 へ、作倣宮1訓街
上の のらくふ弁と ・ 井る 金 PI f を に 附 門

へ地 地は道はのぞ。 披Z1・潟 村落 1t. 滞品答百 留守背品廷は
のはへせ路 、村 に り 紀本松党首t
役謹道 、移しにむ終れそ石云 。 に 傘 聞 がJ 悶

こりとてかあ 川ふ 寺町母 と次のー

室来と 、ぞ 、し り ゆ 門 。 下せし郎 鏡検
たそ 。草てゑの岡 田 左I'L顕
り のさ刈直道 、小外井 井たる所持街減の

。 後今てたど K 数E主 将町奥村 村明主す。 I"J亡魁
越中て 後 し 村 金前は日 の とす 13

のににて百の伊 j立 今云 o 11: 
川 松手守地は行岨 l許Il1'溢恐E放霊 喝主ノrし 問ふ ま"l て
上米此 . へ 閃 道馬くた は の 存 井者永

一移側すチ| り 岡 郷内な 以川臼村辺 居元田ーの。 の と 往年井

の E経担 村前な小鳥も井村内 あ詩辛閉子 場しの減
道 と り立百のにり り に ・留に

路てい . 。野有長之。 倣他。 。 停 車舗居
よ・へ成故国 l亡あ天 今 来徳 位

り警磁闘放 ' 離劫型KZ L '警 の蓄す太往 し加州 。 坂J.s て 。 警村 と子広
今 の 叙辻先哲此所 の 上見 二 、後

へのと 苛 F~ ("議 IJI 米
持 問下い領地坂府 沓n止 を柱 、 の ~ I' J員

-栓

井 臨 の Wf"f1i ':1r た ~I な式くに村り此 O 要路な 予Ie

。 土のりと 活。の を械村岡石垣j 故
ま紀中 c 云 量士故1'11 ・せ地井*1" 川村村務 りに
た になとふ地陀の後らも 郡こは と
伊 、 るい 0 は m '1" 忙れ wrはへ十金 いfTl
資 初井へ問、井陀問し大郷手 三浦 へ労
風占とり井石村長{井古な内 クの り。 口
土~{.向。村川とあと籾りのと村郷内 の
記谷地右も門鋭りはなと甘」いの 相場
1<:ーな天共 タトす。語りい色へ内 1<:

よら浦頃央 。 此 0 へ ど て な
猪 ん 官 は村と井せ問り Eも B] ・ ど
問地かの叙 /l'見中し井 。 、 、井郷金r市 九

旦堤。古書先警-民 h ょには F 間元坂牛・ 手'l' 
ν 云 井制土士 、 り や ・ -1' 上は び

井 k と地溢』政均I~ 0 金ると 1:却l'沌昭 は て
"。 他なにの 徳三浦1<:

タ所とるあ 内議太州の ・井問と 主石川 越営米
此 E目同地り 陀陀子自即跡名日ご山 本郷聞 のムL 害 じとて地は二 上 i"f 
日共古い ‘ bり ・議 訟はは詳記f北 を

2EまZ 司E ふ家 間 の にる延戸な水岡 引
】@ はも数 。 井木、金n/J午千数 貝u 鎚郁 容す
大 ・ 、百 此 天 倣古 兵も の陀
♀椎'.:;;-彼戸所梢出田村部多中五跨 る

所歌は 主主 し 左沃沼はのはをを狼々と和図 水
拐な k 也 りすとした山弁沃図監E正査も 量不p 
古ど井の 。

。 料も て り E !I料す美設 あ益
地主を某玉 山 のい ・水は米 o itJ; I'LりE!I

の 51翻弁 川被ホヘ幸附凶と書 閥 去 で 器 量J通弁w あ殺チlもやのな り い なふ
りし 戸 ・が 井る 。 な 7Kのふチをト ど 。今文
して のみで乎 ゆ 打 る な ど 尾 さ o ;1-1' I'L井い K
ゆ 、み左そも土 ま 回 れモ匙iてとふ
ゑ 委の此のさ井か tE23 と 、 い営地宅

是 くととれ旋も τh め尾石ひ つ は ば と

E 論心地なのチ1ーはぐ z;と尚 ・水 旺l章ア「 見
ばへえとるあ戸地司T 陀共 口に h 
問りたのべりと沼 1t. と ¥!iIJ <J~ よまと
井 0 る訴ししもとり主日付 K りかも ま
とさ K 走。ゆ山い。、 るっ すい た

呼れやる飛ゑ弁ふと樋義き井2を5き存料へ則村鋭怒銀性-ぴば o ;: ，Ie，寺 、ともれの た のり
け聞と‘井所ものを口 る八水 。

る弁 て 越 も の伺危地よ主と雑村@石 i4宅白 K まの ‘ き E 名手Jれとり い費低 lJ~ 開 放
主邑時世 かにとども水「ふをど也正 せ
、名~ の井もも 、い をそ。附づ。日月 た

頓も 1品先も沿い困ひかのさム A 今の る
て、 の述、ひム J<: ・ よ 山る米水 尾 年 大

金
海
古
蹟
芯
品
管
官
九

五
五




